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平成28年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６ 

平成28年６月21日（火） 

                                           

                                           

（午後３時20分 再開） 

○議長（中本正人君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番11、12番 堀内君。 

〔12番（堀内和久君）登壇〕 

○12番（堀内和久君）皆さん、こんにちは。

最後になろうかと思います。答弁次第では早

く終わるかもしれませんし、目いっぱいやら

せていただきます。 

 きょうは１日、同僚議員、先輩議員の一般

質問を聞いていると、健康に関する、体重の

話がちょっと出たので、ちょうど私もこの間、

議員になって初めて、５年ぶりぐらいに健康

診断に行きまして、体重は111kgやったんです

けども、ちょっと肥満に気をつけてというふ

うに言われたんですけども、意外や意外に数

値は何も引っかからずに健康体でございまし

た。血はさらさら、筋肉もぼちぼち、臓器も

いけますし、ＣＴの結果も、影もございませ

んし、これも個人差はございますが、はたご

んぼ茶のおかげかなと、そんなふうに思って

おります。 

 いつも12月のほうで流行などを口にするん

ですけども、上半期で申し上げますと、琴バ

ウアーであったり、イチローとか、ちょっと

マイナスなことで言うと、不倫であったり、

せこいどこかの知事であったりとか、うれし

いニュースとうれしくないニュースがあるわ

けでございますけど、ちょっと二つほど私事

で思うのは、まずは、黒河道の世界遺産の追

加登録のイコモスの勧告があったということ

で、すごく、一番最初に一般質問をしたのは

11番議員だったと思います。地元ということ

でトスを上げていただいたので、木下前市長

並びに行政、そして一番の大きいのが地元に

感謝したいと思います。これからの行政の企

画力、提案力に期待をしております。よろし

くお願いします。 

 そして、二つ目がイチローですね。4,257

本、ヒットの数、世界記録に達成しまして、

私も野球をしている１人として感動しました。

本市の野球場建設に向けてはあまり関係ない

話なんですけども、なぜかどきどきします。

イチロー選手のイメージですけども、本当に

すごく真摯で、大きなホームランを打つタイ

プではありませんが、とにかく視野が広く、

守備範囲が広い。すごいんですね。足が速い。

あまり三振をしない、どんな球にもスムーズ

にバットコントロールして、出塁してホーム

を踏む。大きいホームランは要らんかわりに、

最終的にスコアボードを見たら、どっちが点

を多くとっているのよというのが本来の日本

人の野球なんかなと、そんなふうに思います。 

 本市に希望するのは、市民の思いに可能な

限り応え、市長からのサインをスムーズに展

開し得点につなげてほしいという、僕の例え

話なんですけども、頑張った結果、三振でも

いいと思います。見逃し三振じゃなくて熱の

入った空振り三振であれば、僕はいいと思い

ます。 

 それでは、そんな気持ちを込めまして、議

長のお許しをいただきまして、担当部長に本

市発展への千本ノックを受ける気持ちで一般

質問をさせていただきます。 

 大きく二つございます。 

 一つ目は、少子高齢化の少子化からの市、

県でできる子育て支援。二つ目は、高齢者の
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ほうの少しの負担を助けてあげる的な質問で

ございます。 

 一つ目、保育料無償化について。 

 橋本市は住みたいまちＮｏ.１をめざし、さ

まざまな努力をされていると思います。小・

中学校の医療費無償化については、18歳まで

引き上げてほしいという気持ちはありますが、

厳しい財政事情の中、中学生まで引き上げら

れました市長には本当に感謝しております。 

 時代の流れとともに社会情勢や教育の変化

への対応、そして所得・景気の向上への取り

組みなど、課題は非常に多くなっています。

近年の人口減少にストップをかけるには、充

実した生活、出会いと結婚、出産と子育てで

あると感じます。４年前にも中学校医療無償

化の関連で質問をしましたが、和歌山県の取

り組みに、紀州３人っこ施策があります。平

成27年度にその内容が充実され、28年には地

方創生によりさらに拡充して、県民の子育て

に手を差し伸べようとしています。本市にお

いては保育料無償化を現実にできないでしょ

うか。 

 二つ目でございます。人口減少による今後

の、区・班制度について。 

 市の人口は、市の人口ビジョンの概要によ

ると平成11年度をピークに減少し、今日では

６万5,000人弱に今なっていると思います。６

万5,000人であり、約25年後には５万人を切り、

高齢化率は40％となる可能性があるとのこと

です。 

 今回の質問は、今すぐどうということでは

なく、３年後、５年後、市内の109の区のあり

方と方向性をお聞きしたい。そして、区内で

の班の見直しと、ここからがポイントなんで

すけども、ひとり暮らしの高齢者の班長につ

いて、市として各部局、総務、福祉、防災観

点からの連携やサポートというのはできない

かをお伺いいたします。 

 明確なご答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君の質問項

目１、保育料無料化に対する答弁を求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（石橋章弘君）登壇〕 

○健康福祉部長（石橋章弘君）保育料無料化

についてお答えします。 

 本市では、小学生医療費の無償化を平成23

年１月から、中学生医療費の無償化を平成27

年度から実施しており、平成28年度において

も9,191万7,000円の予算を計上しています。 

 また、平成24年度からは和歌山県と連携し、

紀州３人っこ施策を実施しています。これは、

満18歳未満の子どもが３人以上いる世帯で、

３人目からは３歳未満の場合に子どもの保育

料を無料とする制度であり、県と市がそれぞ

れ２分の１の補助をしています。 

 この施策について平成28年度から和歌山県

では、保育料の無償化の対象年齢をこれまで

の３歳未満から小学校就学前まで引き上げる

とともに、18歳未満の子が３人としていた子

どもの年齢構成の制限を撤廃し、また補助対

象をこれまでの保育園と認定こども園の保育

園児から全ての園児に拡大するというバージ

ョンアップを実施しました。 

 しかしながら、本市においては、他市に先

駆けこども園の新設、子育て支援センターの

設置、小中学生医療費の無償化等、各種子育

て施策を実施しているため、さらに財政的な

負担が大きくなるという理由から、このバー

ジョンアップ版については平成28年度は実施

しておりません。 

 平成29年度以降は、財源確保ができれば実

施を検討していきたいと考えていますが、保

育料の完全無料化については、約２億8,000

万円の収入減となるので、現状では難しいと

考えています。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君、再質問
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ありますか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）部長、ありがとうござ

います。ちょっとなれない形で、僕、おった

ら見えないでしょう。すいません、申しわけ

ない。意外に、意外にというのは失礼なんで

すけど、いい答弁をいただきましてありがと

うございます。 

 要は、第３子の保育料がバージョンアップ

しているということを受けて、県が２分の１

を出すので、市が２分の１を出して保育料無

償化、就学前やから６歳までしてあげようや

ないかという施策に手を挙げるか否かのいた

ってシンプルな話。今答弁にあったように、

財政負担、財政難ということを示しているわ

けでございますけども、最終的には熱のこも

ったご答弁をいただいたと思いますし、後ろ

におられるこども課長なんかも割と馬力のあ

る方ですし、前こども課長なんかもっと馬力

があるように僕は思いますので、きょうここ

におられるので、後でちょっとご答弁をお伺

いしたいんですけども、その前にいくらかか

るかというの、全部の保育料無償化というの

は、まだちょっと財政難なので厚かましいこ

とを言っているのはようわかっているんです。

一応書いただけで、本来ならば平木市長は財

源があればしてあげたいと思ってくれている

と信じておりますので、今回は、紀州３人っ

こ施策にのっとった一般質問ということで、

３人目、この条件全てそろうような形になれ

ば財源はいくら要るか、お答えください。お

願いします。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）現時点の試算

ということでございますけれども、現行の平

成27年度実績が1,546万6,000円支出いたしま

した。今般、もしこのバージョンアップ版に

のっていくということになれば、本市の負担

額ベースですけれども、4,748万9,000円を見

込んでございまして、増額見込みといたしま

しては本市負担部分で3,202万3,000円、3,200

万円強であろうと推計しております。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 要は、財政難ということでワードが出たの

で、財政課長にお伺いするんですけども、そ

の前に、なぜ手を挙げなかったということも

聞きたいんですけども、それはまあそういう

ことやと思うので、財政課長にお伺いするん

ですけど、これは、平成27年の２月県議会で

こういうのが発表になっていると思うんです

けども、ここらは連携の話になるんですけど、

こういう話がある、こういう補助金があると

いうことでの協議であったりとか、当然、最

終的に財源確保できるんかいよという話とか、

そういうのがあったんかどうかというんかな、

そこをまず知りたいんです。お願いできます

か。 

○議長（中本正人君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）この件についての

担当課からの協議ということですけれども、

その制度ができるということでざっとした概

算の経費等をお聞きしたことはありますけれ

ど、その当時は、26年度決算が出まして、か

なり財政状況も厳しいということで、財政健

全化に向けて取り組む時期でもありましたの

で、その話は聞きましたけども具体的にやる

かやらないかというような、そういう判断ま

では至っていないかというふうに思っており

ます。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 いろんな事情もあるのでわかるんです。し

つこい再質問は今回はいたってシンプルに、

ちょっと市長にお伺いしたいんですけども、

ここはもう市長判断に正直なってくると思う
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んです。もう、たらればの話ではなくて、僕

としたらお願いするというか、あとは財源確

保というのはきっと財政課長がどないかして

つくってくれると思うので、市長のお気持ち

をちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中本正人君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお答

えをします。 

 できるものならやりたいとは思っています。

ただ、地方創生の部分で上げていた中学生医

療の部分もだめになりましたし、地方創生の

関係も個人に支給するような部分は今後一切

認めてもらえないというふうな状況になりま

したので、26年度補正では100％補助をいただ

いて、というふうなことができたんですけど

も、ここの負担も丸々市にのってくるという

ことになってきます。 

 その中で、今27年度の決算は思ったよりは

よかったというふうに報告を受けていますの

で、要は、恒久財源をいかにつくっていくか、

今年だけやるというわけにはいきませんので、

これから予算編成に向けて、3,200万円の金が

調達できるということになれば取り組んでい

きたいと思っています。何せ来年が本当に厳

しい年度になりますので、その中でできるよ

うに、財源確保について協議をしながら、最

終的に秋ぐらいには決めていきたいなという

ふうに思っています。 

 この場で即答せよと言われましても、財政

上の今年の状況等もありますので、災害が起

きるととてもじゃないですけど無理なような

状況にもなってきますので、29年度予算に向

けて、この財源が確保できるのであればやっ

ていくというふうに考えています。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 最初に市長のお気持ちを聞いておきたかっ

たということで市長を指名させていただいた

んですけども、ここでちょっと、また嫌われ

ることをここから言うんですけど、お世話に

なっとる方に。財源確保というのが、どうし

ても新しい事業をするには何かを諦めなけれ

ばならないというのは常識的な話で、もう全

議員わかっていると思います。職員も当然わ

かっておると思います。ただ、財源確保の前

に、財政健全化計画にならなあかんだ状況と

いうのが、みんなに少しずつ責任があるとい

うことを申し上げておきたいです。 

 その上で、僕、予算委員会でもたしか申し

上げたと思うんですけども、市長、何で先に

しゃべったかというのはそこなんですけど、

市長の施策、市長のマニフェストというのが、

我慢してでも財政健全化を選んだというのは、

僕は一政治家として平木市長は物すごい敬意

というか、ほんまに尊敬しとるんです。なか

なかそんなんできないことだと思います。今

後の橋本市政のために自分のやりたいことを

我慢して、後回しにしてでも財政健全化を選

んだ。当然、職員の給料に手をつけたことと

いうのはマイナスなイメージがひょっとした

らあるのかもしれないですけども、次世代の

人、さらに次世代の人が責任をとるんであれ

ば、どこかで線引きして５カ年、10カ年で健

全化していってバトンを渡す。 

 その中でも、僕、個人的議論でいうたら、

ここにおられる幹部の皆さんの給料を削ると

いうのは、もう一つ僕、矛盾したことを言う

んですけど、あかんと。なぜかというと、そ

れなりの市長の側近で選ばれた方なんであれ

ば、やはり前に、14番議員の一般質問にもあ

ったように、号と級の話から入るんですけど

も、やはり頑張った者がその椅子に座りたい、

いつか橋本市をかえるべき権力を持つ椅子で

あってほしい、尊敬されるべき椅子であって

ほしい、なりたい椅子であってほしいと、そ
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ういうのが僕、思うんで、やはり矛盾したこ

とを言うんですけど、財政健全化の前にせな

あかんことというのがあったんではないかな。 

 過去のことを言っても仕方がないので、僕

が予算委員会で申し上げたことは、ちょっと

間違っていたら悪いんですけど、市長がやり

たいことを曲げるというか、我慢してまでや

っておるということに対しての責任とか、そ

ういうのはもうちょっとみんなちょっとずつ

考えて、６億円の財源確保をするのに10億円

つくりにいかないと、県費、国費で、２分の

１、３分の１、市が出さなあかんときが来た

ときに、地方創生もそうですよね、10分の10

やったらみんなとるんです。どこに格差がで

きるんですか。橋本市Ｎｏ.１になりたいんで

しょう、子育てで。やっぱりそこらを考えた

ときに、10億円ぐらいつくりにいく覚悟がな

かったら、時間外もしかりですけど、本当に

健全化というのは、僕、できないと言うたと

思うんです。 

 やっぱり市長も僕らと同じ、市民から選ば

れた政治家ですから、市長のマニフェストと

いうのは、職員の幹部の皆さん、かなえてあ

げてくださいよ。その上で、こういう補助金

が来たときに、県下９市でやっていないのは、

間違っていたらごめんなさい、橋本市と岩出

市だけだと思うんです。橋本市というのは子

育てにやさしいまちＮｏ.１で行くというよ

うな、こういう雰囲気ですよね。僕もそう思

っていますし、できること全部やっていこう

よという形をなぜとれないのか。だから、財

政健全化の議論のときに申し上げたことが、

今ここに来ているんではないんですか。 

 僕、きついことを言うているんで答弁は結

構なんです。わかってくれていると思います

し、もうこれ以上嫌われたくないんで言わな

いですけど、やはり健全化していくというこ

とは、肝に命じていただきたいのは、６億円

つくるんやったら10億円、12億円つくりにい

かんと無理なんです。災害起こるかもしれな

いですし、何が起こるかわからないです。予

測しないことが起こりよるもんなんです。官

も民も一緒やと思うんです。だから、そこら

を踏まえた上で、ここまで言うたのでもう答

弁は結構なんで、財政課長にお願いをしたい。

何とかして橋本市に住んでよかったまちをつ

くるという、前こども課長でもあられますし、

一番やりたいという気持ちはひょっとしたら

１番、２番に思ってくれているかもしれませ

んので、財源確保の努力というのをちょっと

摸索というか、約束していただけますか。ち

ょっと何か一言、お願いします。 

○議長（中本正人君）財政課長。 

○財政課長（小原秀紀君）財源確保というこ

とですけれども、27年度の決算、この前、出

納閉鎖がありまして、やはり基金を潰しての

黒字確保というような状況になりました。28

年度につきましては財政健全化の初年という

ことで、平成28年の当初予算は、目標、先ほ

ど６億円というようなお話がありましたけど、

目標が歳出で５億8,800万円のところ、６億

3,000万円余りの削減ということで、予算に反

映をさせていただきました。 

 歳出につきましては、予算以上には執行で

きませんので、それはそれ以上の削減をする

ということで、先ほどおっしゃられたように

財源確保できるよう、執行のほうも抑えてい

きたいというふうに思っておりますけれども、

ただ、歳入のほうで、特に地方交付税等が今

年ちょうど切りかえの年になっております。

合併の特例の終わる初年度でもありますし、

昨年、国勢調査がありまして、その関係で人

口が2,700人ほど減っているかと思うんです

けども、その影響もありますし、それと、あ

と臨時財政対策債というのがございまして、

これ、交付税の関係でもらえる部分なんです
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けど、これも国の計画では16％、本市におい

ては２億円ぐらいの削減になるというような

こともありますので、それらの歳入を見てま

だ足らない場合は、さらなる削減というのを

しなければならないんですけれども、財政課

といたしましては、先ほどおっしゃられたよ

うに、市長の施策を実行できるよう、より健

全化に向けて取り組んでいきたいというふう

に考えております。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 いろいろと言って申しわけないです。ただ、

僕も市長と同じ、同じと言うたら大変失礼な

んですけど、同じ政治家ですから、思ったこ

とはやっぱりやりたいと、やらせてあげたい

と。割と、きのう、きょう、一般質問を見て

おったら、どっちかというと市長に守っても

うとるみたいなところが見えます。もっと市

長を盛り立てて、盛り上げて、市長、これや

ろうよ、あれやろうよと言って、ほんで、政

策企画室でちょっとフィルターかかるんでし

ょうか、優先順位というか。それはわかるの

で、副市長も割と市役所のことは隅から隅ま

でわかってくれている方ですし、理事もおら

れますし、やっぱり和歌山県Ｎｏ.１の市であ

ってほしいということをお願いしまして、よ

ろしくお願いしますということで、一つ目、

終わります。 

 二つ目、よろしくお願いします。 

○議長（中本正人君）次に、質問項目２、人

口減少による今後の区・班制度に対する答弁

を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（吉本孝久君）登壇〕 

○総務部長（吉本孝久君）人口減少と高齢化

の中で現在109ある区の将来のあり方と方向

性についてのご質問ですが、区や自治会は地

域住民の地縁による住民自治組織であると認

識しており、基本的には区・自治会のあり方

や方向性については地域住民の総意のもと決

定されていくものと考えています。 

 しかしながら、人口が減少し高齢化するこ

とにより区や自治会を構成する世帯数が著し

く減ってしまったり、地域に高齢者が増え班

長のなり手がいないなど、組織運営上の問題

が出てくることも予想されます。 

 現在も区・自治会関係の相談業務について

は総務課で担っており、今後相談業務が増え

ることも予想されますが、相談に来られた場

合はより一層真摯に対応できるよう努めたい

と考えます。 

 また、この問題については、区や自治会と

密接な関係がありますので、橋本市区長連合

会と連携を深めながら取り組んでまいります。 

 また、福祉行政から、任意団体の中での班

長などの役職に係る問題について具体的、直

接的にサポートできることはございませんが、

もし高齢の方が、ご自身の生活の中での悩み

事や心配事があり、窓口へ相談に来られた場

合には、その方の抱えている心配事や悩みに

耳を傾け、内容によって適切な部署等に丁寧

につなぐように心がけてまいりたいと考えま

す。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君、再質問

ありますか。 

 12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 結論から申しますと、国はもちろんのこと、

橋本市の人口ビジョンの概要というのがある

と思うんですけども、人口減少と少子高齢化

の対策の一つとも言える案件であると思いま

す。区の世帯数の動向が推測できているので

あれば、指導はできないにしても、当然、任

意団体ですから、区の合併というか、歩み寄

りというか、連想をさせていかないといけな

いと思うんです。思ってんのは私だけかもし
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れないですけども、当然区は地縁団体とか自

治組織でありますので、市より誘導とか指導

はだめなのかもしれませんけども、最終的に

109の区の中で世帯数の少ないであろうとこ

ろ、また減少傾向であろうところというのは、

担当課でわかっていると思います。何か対策

というのは考えておられますか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）具体的な対策につ

いてはございませんけども、区長連合会と連

携を深めながら取り組んでまいりたいと考え

ます。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ちょっと政策企画室長に飛ぶんですけども、

ちょっと僕のところのプリンターはぼろいん

で、ちょっときれいな色と違うんですけど、

橋本市人口ビジョンの概要、さっきしゃべっ

たやつなんですけども、これは室長のところ

から出ているというふうに聞いております。

責めるわけではないんですけども、さっきの

話もそうなんですけど、橋本市が2060年に４

万7,000人程度の人口確保をめざし、確保し、

ちょっとプリントが薄い、めざすということ

やと思うんですけども、歯どめをかけるとい

うことやと思うんですけど、それはもうわか

ります。 

 だんだん減ってきて４万人を切るであろう

やさかいに、ここら辺でとめる目標を設定し

て、25年後、50年後というふうに試算しとる

というのはわかるんです。そこまできっちり

つかんでいるのであれば、将来の人口推計と

いうとこ、この下にあるんです。保育、教育、

地域経済、福祉医療などの他方面で影響って、

ここまでわかっているんやったら、今、企画

経営室がなくなったので、ちょっと僕もどな

い聞いてええかわからへんのですけど、割と

中枢におるんであれば各部署と連携して、例

えば、福祉に連携して、もうじきここの区は

こうなるんじゃないかなとか、そういう連携

の協議とか、これをつくるだけじゃなくて、

これをつくって数年後は橋本市がどうなるさ

かいに対策をせよとか、そういうふうな議論

というのはないんでしょうか。お願いします。 

○議長（中本正人君）政策企画室長。 

○政策企画室長（上田力也君）まず、この橋

本市の人口ビジョンというのは、これをつく

った理由というのは、基本的にこの後ろに橋

本創生総合戦略というものがございます。こ

の人口ビジョン、並びにこの総合戦略という

のは、２年前の平成26年の11月から、本市の

若手職員によるプロジェクトチームというの

を発足しつつ、その一方で、庁内で橋本創生

本部会議と、これは市長をトップに各部長で

構成するんですけども、昨年の10月に策定す

るまで８回ぐらい、もう二月、一月にいっぺ

んぐらいのこういう頻度で、この人口ビジョ

ン、並びにこの人口ビジョンを見た上で、こ

の５年間、どういう戦略を打っていくのかと

いうことについて議論をして、最終的に審議

会の皆さまの意見も聞きながら、総合戦略を

策定したという経緯がございます。 

 したがいまして、各担当課の方もこういう

人口、右肩下がり、少子高齢化、高齢化率の

上昇というのは十分に理解をしていただいて

いるということで、今後各それぞれの部署に

おきまして、こういった人口ビジョンに基づ

いて、いろいろ検討を今後深めていっていた

だけるんかなというふうに思っております。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 ということは、言葉悪いんですけど、目的

が総合戦略という、地方創生という文言が後

ろについているので、なかなか一石二鳥じゃ

ないですけど、これをつくったので、ついで

でうまいこと連携はできていなかったように
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僕は感じるんです。責めるわけではなくて、

今から３年後、５年後に対して今後やってい

ってくれるということなので、もっと横のつ

ながり、先ほどの議員もおっしゃっていまし

たけど、結局は官と民の違いというのは、縦

横斜め、よく経済推進部長が言いますけど、

点と点を線で結んで面にするということが結

局できていないんかなというのをちょっと感

じます。 

 優秀な職員がたくさんいらっしゃるのに、

大変もったいないなって。せっかく集まった

のであれば、もう一歩踏み込んだ、一生懸命

頑張っておる人やったら、市長がカバーして

くれるでしょう。判をついて前へ上がってき

たんであれば、萎縮してはいかんので、前へ

出れ、前へ出れ、頑張れと言うているんでし

ょう。でも、そうでない人は、別にかばう必

要はないと僕はないと思います。市長はやり

たいことを一生懸命、熱の入った人はきっと

手を差し伸べて、頑張っておる人に対しての

評価というのは、橋本市の大事な財産の一つ

が職員であると僕も思いますので、今後の行

政展開というのを期待します。 

 ちょっと話が戻るんですけど、総務部長。

今すぐどうのというのはないんですけども、

やはり５カ年ぐらいかけて方向性をお互いに、

その区と決めていかないと、区内の事情や区

費どないするんやとか、いろんな約束事がど

うのこうのって、ある日突然、もう合併やで

とそんなふうになってから協議会を立ち上げ

てしとったら、また３年、５年かかったら、

高齢化なんでしょう。やっぱり先のことを考

えて歩み寄りを進める。進めるというのは任

意団体なんでいけないかもしれませんけども、

やはりこういうデータが出ているんだよとい

うことをもっと区長さんなりにおろして、お

互いの区は、うち、もう何十世帯しかないな

とか、区長が一番わかっていると思います。

そういうのもあるんで、早期の実現ではなく

ていいので、区や自治会と対話というのが必

要大であると思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）区・自治会の今後

の方針は先ほど答弁しましたとおり、区・自

治会で決めるものであるというふうに考えて

おります。しかしながら、自治会との対話は

この問題だけではなくて必要なものと考えて

おりますので、今後区長連合会との連携を深

めていきたいと思います。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 僕は必要であると思いますので、強く要望

させていただいて、次に移らせていただきま

す。 

 区の話はそれで終わったんですけど、今度、

区の中ですね。一つの区の中の何班って、班

長というのが当然あるんです。皆さん、橋本

市民であればわかると思うんですけども、班

長も班の中も同様であると思います。その中

で、班長についてでございますが、当然、何々

区の第10班とかそういうのがあるとすれば、

だいたい10軒から30軒くらいで構成されてい

るのかなと。東西南北、地域性もありますの

で、ちょっと密集しているところもあれば、

いろいろあると思うんですけども、本市にお

いて、ひとり暮らしのお年寄りというんかな。

ちょっと話に入る前にお聞きするんですけど、

後期高齢者、75歳以上のひとり暮らしの世帯

数というのはご存じですか。教えてください。 

○議長（中本正人君）総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）たしかはっきりと

数字は出ていませんけれども、3,000人程度で

あったというふうに記憶しております。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 僕も同じ意見でございます。だいたい調べ
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たら、ここ５年ぐらいで前期高齢者と後期高

齢者の数がひっくり返るとこら辺の年度が多

分あると思うので、恐らく3,000人、3,000世

帯ぐらいというのが正しい答えやと思います。

今後の体制ですよね。総務部長には、そこま

で今後やっていただくということを要望して

終わるんですけども、今後はちょっと福祉と

防災も一応お聞きするという通告でしたので、

ちょっとごり押しで福祉に聞くんですけども、

ひとり暮らしの後期高齢者75歳のおじいちゃ

ん、おばあちゃんに対して班長させというの

は、これ、結構しんどいことやと思うんです。 

 総務からも何らかのアクションというのは、

区長さんにアクションを起こして、ちょっと

そこのおばあちゃん、班長は飛ばしたろうや

ないかとか、そういうことを市から言えない

にしても、やはり無理なものは無理ですので、

そこら福祉の観点から見て、いきいき長寿課

であったりとか、包括であったりとか、いろ

んなところでいろんな情報をつかんでいるの

はそちらの課かなと思うので、僕の提案を実

現に向けて、何か思いというかありますか。

ちょっと、もしあったらで結構です。なかっ

たら次の質問します。 

○議長（中本正人君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）ご質問のご事

情等々は、地域の事情、非常によく理解でき

ております。私ども、昨年度末から本年度初

め、３月末から４月初め頃に、実は地域包括

ケアシステムに向けた意見交換会というのを

各地区回っております。その中で区長にもご

出席いただいています。 

 そのお話の前段で、先ほど来お話のある少

子高齢化、それと人口の減少等々で、各地域

ごとの今後の予測でありますとか、高齢化率

であるとかのデータもお示ししております。

ただ、あまりそれを前面に出しますと暗い話

ばかりになってしまいますので、さらっとご

説明差し上げておるところですが、それぞれ

やはり地域では皆さん、ご理解はしていただ

いているのかなと思います。 

 私どもの目的が今後の地域包括ケアシステ

ムの構築に向けてということで、福祉の立場

からいいますと、介護、医療、予防、住宅、

生活支援、そのうちの生活支援の中に、地域

での今後高齢化が進んでいく中で、人と人と

のつながり、あるいは地域での支え合いが重

要になってきますというふうなご説明を差し

上げております。そのような一定の情報提供

等々をさせていただいておるんですが、今お

話の班長となると、まさに地域のコミュニテ

ィの組織の問題になってきますけれども、い

わゆる地域の支え合いという観点から、例え

ば、班長のお仕事を班員の方々が一定協力し

合うとか、そういうふうな方向で今後の状況

を見据えて対応していただけたらな、できる

できないは別にして、私どもはそういうふう

に考えてございます。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君。 

○12番（堀内和久君）ありがとうございます。 

 僕、それでいいと思うんです。それを危機

管理室は最近できたのでちょっと置いときま

すけど、総務と福祉の連携でそういうことを

連想させていただいて、お願いできる部分、

グレーゾーンに入るんかもしれません、任意

団体の中のさらなる班なので。だから、そこ

ら辺を少子高齢化、特に高齢化の中で出てく

るデメリット、回覧板１個、広報１個を配っ

ておって、つまずいてこけて骨折ったって、

つまらん話になるので、支え合いという文言

が出るのであれば、やはり福祉の観点からそ

ういうことを区の代表的な方にお願いすると

か、若い人がかわりに飛ばして、もうおばあ

ちゃんとこ班長せんでええよと、うちやるよ

とか、その中でさっきの区の話にもあったん

ですけども、だんだん空き家とかも増えてま
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いりますので、やはり班の中での合併という

か、そこら辺も視野に入れて、福祉になるの

か総務になるのかわかりませんけども、やは

り高齢化対策の一環として５カ年、ちょっと

10年は長いと思うんですけど、３年、５年か

けて何らかの形として、その班に歩み寄った

っていただきたいということを要望させてい

ただきます。 

 あと、せっかくなので、これらが速やかに

行った場合、危機管理監なんですけど、質問

ではないんです。それらの連携が少しでも改

善、何かしらあって、その負担が減り速やか

な毎日であったならば、災害時、万が一のと

きでも横のつながり、支え合いが深まって、

減災につながるというのも一理ありますよね。

答弁じゃないんですけど。速やかにいってお

ったら、結局、減災ということになりますよ

ね。それだけを僕、今回言いたかったんです。

だから、そこら辺も、デメリットを摸索して

ピンチがチャンスになるきっかけでもあると

思うんです。 

 最後になるんですけども、さっきのちょっ

と答弁があったと思うんですけど、適切な部

署に丁寧につなぐというのは行政サービスの

展開でいうたら、これは僕から言わせたら当

たり前のことなんです。改善というか、速や

かにいく試行錯誤というのを頑張っていただ

きたいと思います。人口減少に歯どめをかけ

るというのも大事なんかもしれませんけども、

時の流れとか、時代の流れというのにはやっ

ぱり逆らえない部分ってあります。少子高齢

化、これ、とめられない部分、とめれるんや

ったらもっと早く手を打てとると思うんです。

これ、もう社会情勢の一環であると僕は思い

ます。 

 やはりそういうのも踏まえた上で、時の流

れに身を任せて、ある程度の人口減少の努力

も必要かと思うんですけど、最終的に人数が

減ってきても、やはりその流れを緩やかにす

るとか、緩和するとか、接する人たちの穏や

かな気持ちというのも、やはりサービス向上

の一つであるというふうに僕は考えておりま

すので、そこら辺はやはり市長の思いにもつ

ながることであろうと思うので、財政難であ

れば財政難を感じさせない思いやりの行政サ

ービスということで、ちょっときれいなこと

を言うて終わりたいと思います。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（中本正人君）12番 堀内君の一般質

問は終わりました。 

 この際、４時10分まで休憩します。 

（午後４時１分 休憩） 

                                          

 


